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懐
徳
堂
研
究
の
可
能
性　
─ 

韓
国
の
書
院
と
祖
先
祭
祀
儀
礼
か
ら
考
え
る 

─

湯　

浅　

邦　

弘

一
、
懐
徳
堂
研
究
の
歴
史

懐
徳
堂
文
庫
と
朱
子
学
の
研
究

　

大
阪
大
空
襲
の
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
懐
徳
堂
の
資
料
は
、
戦

後
、
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、「
懐
徳
堂
文
庫
」
と
命
名
さ
れ
た
。

こ
の
文
庫
の
特
徴
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
至
る
貴
重
な
資
料

群
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
、
ま
ず
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、資
料
の
形
態
が
、漢
籍
に
加
え
て
、和
書
・

文
書
類
、
さ
ら
に
は
扁
額
・
聯
・
扇
・
印
章
・
版
木
な
ど
の
器
物

に
及
ん
で
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
さ
ら
に
、現
在
も
、

懐
徳
堂
記
念
会
の
購
入
や
関
係
者
か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
、
資
料
点

数
が
増
加
し
て
い
る
点
も
、「
生
き
て
い
る
文
庫
」
と
し
て
高
い

価
値
を
持
っ
て
い
る
。
懐
徳
堂
文
庫
の
総
点
数
は
現
在
約
五
万
点

に
の
ぼ
る
。

　

こ
の
懐
徳
堂
文
庫
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
ず
、
昭
和
二
十
年
代

か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
の
資
料
調
査
に
始
ま
り
、
昭
和
五
十
一

年
（
一
九
七
六
）
の
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文

学
部
）の
刊
行
に
よ
っ
て
一
応
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
中
か
ら
、
懐
徳
堂
の
中
心
的
学
問
で
あ
る
朱
子
学
の
特
色

に
つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
陶
徳
民
氏
の
『
懐
徳
堂
朱
子
学

の
研
究
』（
一
九
九
四
年
）
は
、
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
る
。

懐
徳
堂
資
料
の
大
半
が
江
戸
時
代
の
漢
籍
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る

以
上
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
事
業

と
し
て
行
わ
れ
た
「
懐
徳
堂
古
典
講
座
」
な
ど
の
公
開
講
座
、
昭

和
六
十
年
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
貴
重
文
献
の
復
刻
刊
行
事
業
な
ど

に
よ
っ
て
、
徐
々
に
懐
徳
堂
研
究
の
成
果
が
一
般
に
も
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
環
境
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た

の
は
、も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
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平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
懐
徳
堂
の
総
合
的
研

究
『
懐
徳
堂
研
究
』（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
汲
古
書
院
）
は
そ
の
一

例
で
あ
ろ
う
。

新
た
な
展
開

　

し
か
し
近
年
は
、
懐
徳
堂
研
究
に
新
た
な
三
つ
の
傾
向
が
見
え

て
き
た
。
第
一
は
、
漢
籍
以
外
の
資
料
に
関
す
る
研
究
。
懐
徳
堂

に
は
、
膨
大
な
漢
籍
の
他
、
書
画
、
印
章
、
屏
風
、
手
紙
、
版
木
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
近
年
、
よ
う
や
く
こ

れ
ら
の
資
料
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。た
と
え
ば
、

印
章
。
懐
徳
堂
に
は
、
約
二
百
四
十
の
印
章
と
印
譜
が
残
っ
て
い

る
。
江
戸
時
代
の
印
章
と
印
譜
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
完
璧
に
残
っ

て
い
る
の
は
珍
し
く
、
研
究
対
象
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

拙
著
『
墨
の
道　

印
の
宇
宙
─
懐
徳
堂
の
美
と
学
問
─
』（
大
阪

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
は
そ
の
研
究
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
推
進
。
懐
徳
堂
の
資
料
は

約
二
百
年
以
上
前
の
資
料
が
多
く
、
劣
化
も
進
ん
で
い
る
。
誰
に

も
見
せ
ず
保
存
す
れ
ば
劣
化
は
防
げ
る
が
、
研
究
の
進
展
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。
一
方
、
多
く
の
人
に
公
開
す
れ
ば
研
究
に
寄
与
す

る
が
、資
料
の
劣
化
は
加
速
す
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
の
が
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
手
法
で
あ
る
。

　

懐
徳
堂
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
数
年
、
精
力
的
に
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
を

復
元
し
た
Ｃ
Ｇ
画
像
や
貴
重
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
公
開

も
進
ん
で
い
る
。
現
在
、
懐
徳
堂
研
究
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
は
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
（http://kaitokudo.jp/

）」
に
集

約
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
は
、
重
建
懐
徳
堂
期
の
研
究
。
重
建
懐
徳
堂
と
は
、
大
正

時
代
に
再
建
さ
れ
た
懐
徳
堂
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
懐
徳

堂
研
究
は
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
に
集
中
し
て
い
た
。
し
か
し
、

約
百
年
前
に
で
き
た
重
建
懐
徳
堂
も
、
よ
う
や
く
歴
史
研
究
の
対

象
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
井
木
菟
麻
呂
の
日
記
や
西
村
天
囚
の
書

簡
の
解
読
に
よ
り
、
重
建
懐
徳
堂
成
立
の
経
緯
が
徐
々
に
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
竹
田
健
二
氏
の
『
市
民
大
学
の
誕
生
』（
大
阪
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
は
そ
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。
こ
う

し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
一
つ
の
学
校
の
歴

史
が
総
合
的
に
解
明
さ
れ
る
と
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
、
韓
国
の
宗
教
儀
礼

　

た
だ
、
懐
徳
堂
の
魅
力
と
研
究
の
可
能
性
は
、
こ
れ
に
尽
き
る

も
の
で
は
な
い
。そ
う
し
た
思
い
を
強
く
し
た
の
は
、さ
き
ご
ろ
韓

国
の
書
院
を
視
察
し
、祖
先
祭
祀
儀
礼
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
東
ア
ジ
ア
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に
お
け
る
伝
統
教
養
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」（
研

究
代
表
者
：
関
西
大
学
吾
妻
重
二
氏
、
研
究
分
担
者
：
湯
浅
邦
弘

ほ
か
）
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

十
一
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
大
韓
民
国
慶
尚
北
道
安
東
市
で
開

催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
朱
子
家
礼
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化

交
渉
」
に
出
席
し
た
。
安
東
市
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
車
で
東
南
に
約

三
時
間
の
山
の
中
に
あ
り
、
儒
教
文
化
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
地

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
儒
教
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
「
韓
国
国
学
振
興
院
」
が
あ
り
、
そ
の
振
興
院
と
関
西
大
学
文

化
交
渉
学
研
究
拠
点
と
の
共
催
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

陶
山
書
院
と
謁
廟
礼

　

学
会
に
先
立
ち
、
十
一
月
二
日
は
、
関
係
文
化
施
設
の
視
察
・

参
観
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
陶
山
書
院
に
向
か
う
。
こ
こ
は
、
朝

鮮
朱
子
学
を
集
大
成
し
た
李
退
渓
（
一
五
〇
一
～
一
五
七
〇
）
の

学
問
を
讃
え
る
た
め
、
一
五
七
四
年
に
設
立
さ
れ
た
書
院
。
安
東

市
の
中
心
部
か
ら
北
東
二
十
八
㎞
の
地
点
に
あ
る
。
前
に
は
洛
東

江
、
背
後
に
は
小
高
い
山
と
い
う
山
水
秀
麗
の
地
で
あ
る
。
見
事

な
紅
葉
に
彩
ら
れ
て
い
た
。
正
門
を
入
る
と
、
山
の
斜
面
に
そ
っ

て
い
く
つ
か
の
建
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
李
退
渓
が
講
学
し
た

陶
山
書
堂
、
学
生
た
ち
の
寄
宿
舎
で
あ
る
隴
雲
精
舎
、
版
木
を
収

陶
山
書
院
典
教
堂
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蔵
す
る
蔵
板
閣
、
講
堂
で
あ
る
典
教
堂
な
ど
。

　

典
教
堂
に
は
、
李
朝
中
期
の
名
筆
家
韓
石
峯
の
筆
に
よ
る
「
陶

山
書
院
」
の
扁
額
が
掛
か
っ
て
い
る
。
こ
の
典
教
堂
に
招
き
入
れ

ら
れ
た
我
々
一
行
は
、
突
然
、
着
替
え
を
指
示
さ
れ
た
。
着
替
え

と
言
っ
て
も
、「
道
袍
」
と
呼
ば
れ
る
儀
礼
用
の
服
と
冠
を
着
け

る
だ
け
な
の
で
あ
る
が
、
厳
か
な
気
分
に
な
り
、
典
教
堂
の
裏
手

に
あ
る
尚
徳
祠
（
李
退
渓
の
神
位
を
安
置
す
る
）
に
お
い
て
謁
廟

礼
を
行
っ
た
。

　

陶
山
書
院
は
、
嶺
南
儒
学
者
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
機
能
を

果
た
し
、
朝
鮮
書
院
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
典
教
堂
に
は
朱
子
の

白
鹿
洞
書
院
掲
示
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
懐
徳
堂
と
同
じ
く
朱
子

学
を
根
本
精
神
と
し
た
学
問
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

弟
子
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
有
力
者
に
も
支
持
さ
れ
、
宗
教

施
設
と
し
て
の
一
面
も
備
え
て
い
る
。

鶴
峰
宗
宅
と
祠
堂

　

続
い
て
、
安
東
金
氏
台
庄
斎
舎
を
訪
問
し
た
。
こ
こ
は
、
安
東

金
氏
の
始
祖
金
宣
平
の
祭
祀
を
行
う
た
め
に
一
七
五
〇
年
に
建
て

ら
れ
た
斎
舎
で
あ
る
。安
東
地
域
の
斎
舎
の
中
で
は
最
大
規
模
で
、

裏
手
に
は
立
派
な
墓
所
も
あ
っ
た
。
毎
年
陰
暦
十
月
十
日
に
祭
祀

が
挙
行
さ
れ
る
と
い
う
。

　

午
後
向
か
っ
た
の
は
、
鶴
峰
宗
宅
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
李
退
渓

陶
山
書
院
に
お
け
る
謁
廟
礼
参
加
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の
弟
子
と
し
て
名
高
い
金
誠
一
（
号
は
鶴
峰
、
一
五
三
八
～
一
五

九
三
）
の
旧
宅
で
あ
る
。
こ
こ
で
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
祠
堂

で
あ
る
。
朱
子
『
家
礼
』
に
記
載
さ
れ
た
と
お
り
、
四
つ
の
区
画

に
分
か
れ
た
観
音
扉
の
四
龕
が
あ
っ
た
。
向
か
っ
て
右
か
ら
順
番

に
、
父
、
祖
父
、
曾
祖
父
、
高
祖
父
の
神
位
を
そ
れ
ぞ
れ
櫝
に
収

め
て
い
る
。
特
別
に
、
一
つ
の
龕
を
開
き
、
中
か
ら
神
位
を
取
り

出
し
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た
（
次
頁
参
照
）。

　

江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
に
も
、祠
堂
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、

旧
懐
徳
堂
平
面
図
か
ら
分
か
る
の
で
あ
る
が
、
朱
子
『
家
礼
』
の

記
載
通
り
で
は
な
く
、
独
立
し
た
構
造
物
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

学
舎
の
一
室
を
祠
堂
に
充
て
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

部
屋
の
奥
が
四
つ
の
小
さ
な
空
間
で
仕
切
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

り
、
こ
れ
が
四
龕
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

だ
が
、
朱
子
『
家
礼
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
の
四
龕
と
櫝
と

神
位
と
を
実
見
し
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
極
め
て
貴

重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
雲
章
閣
と
い
う
資
料
館
が
併
設
さ
れ
て
い

る
。
数
多
く
の
指
定
文
化
財
典
籍
・
古
文
書
に
混
じ
っ
て
、
朝
鮮

最
古
と
い
う
鶴
峰
使
用
の
メ
ガ
ネ
や
革
靴
な
ど
も
あ
り
、
注
目
さ

れ
た
。

金
誠
一
旧
宅
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豊
産
金
氏
大
枝
斎
舎
と
不
遷
位
祭
祀

　

こ
の
日
の
夜
は
、
金
楊
震
（
一
四
六
七
～
一
五
三
五
）
の
旧
宅

に
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
挙
行
さ
れ
る
不
遷
位
祭
祀
に
参
加
す
る
た

め
で
あ
る
。

　

朱
子
『
家
礼
』
に
あ
る
通
り
、
祖
先
祭
祀
は
、
通
常
、
高
祖
父

か
ら
父
ま
で
四
代
の
祖
先
を
祠
堂
で
祀
る
。
右
の
鶴
峰
宗
宅
の
祠

堂
に
あ
っ
た
四
龕
が
そ
れ
を
良
く
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
世
代

が
交
代
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
位
は
右
か
ら
左
へ
と
一
つ
ず
つ

移
動
す
る
。
向
か
っ
て
左
端
に
あ
っ
た
高
祖
父
の
神
位
は
、
祠
堂

か
ら
神
位
を
遷
し
、
そ
れ
以
後
は
墓
所
に
お
い
て
墓
祭
を
行
う
。

同
・
神
位

金
誠
一
旧
宅
祠
堂
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と
こ
ろ
が
、
国
家
や
一
族
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
業
績
を
あ
げ

た
祖
先
に
対
し
て
は
、
永
遠
に
神
位
を
遷
さ
ず
祠
堂
で
祭
祀
を
執

り
行
う
。
こ
れ
が
不
遷
位
祭
祀
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
不
遷
位
を
祭
る
の
は
、
一
族
の
栄
誉
で
あ
り
、
か
つ
、

一
族
の
結
束
を
再
確
認
す
る
重
要
な
儀
式
な
の
で
あ
る
。
安
東
全

体
で
は
、
四
十
七
人
の
不
遷
位
を
祭
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
金

氏
の
不
遷
位
祭
祀
は
毎
年
陰
暦
の
九
月
十
六
日
に
行
わ
れ
、
そ
れ

が
ち
ょ
う
ど
我
々
が
参
加
し
た
日
で
あ
っ
た
。
地
元
の
テ
レ
ビ
局

も
取
材
す
る
中
、大
枝
斎
舎
の
虚
白
堂
の
中
で
祭
祀
は
進
行
し
た
。

　

本
来
は
、
前
日
の
深
夜
か
ら
当
時
の
明
け
方
に
か
け
て
挙
行
す

る
の
が
正
式
な
祭
祀
で
あ
る
が
、
近
年
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、

夜
七
時
く
ら
い
か
ら
開
始
す
る
と
い
う
。
捧
げ
ら
れ
た
供
物
は
、

そ
の
後
分
配
さ
れ
、
虚
白
堂
の
両
側
に
併
設
さ
れ
て
い
る
オ
ン
ド

ル
部
屋
で
、
参
加
者
全
員
が
会
食
し
た
。
こ
こ
ま
で
が
、
一
連
の

儀
式
で
あ
る
。
最
後
に
、「
時
到
記
」
と
書
か
れ
た
参
加
者
名
簿

に
記
帳
し
て
、
散
会
と
な
っ
た
。

三
、
国
際
学
会
と
研
究
の
視
点

蔵
板
閣
の
版
木

　

翌
十
一
月
三
日
と
四
日
、
二
日
に
わ
た
っ
て
国
際
学
会
が
開
催

さ
れ
た
。
場
所
は
安
東
市
内
か
ら
二
十
㎞
ほ
ど
山
の
中
に
入
っ
た

金
楊
震
旧
宅
不
遷
位
祭
祀
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韓
国
国
学
振
興
院
で
あ
る
。
初
日
午
前
中
は
、
ま
ず
国
学
振
興
院

に
併
設
さ
れ
て
い
る
儒
教
文
化
博
物
館
を
参
観
し
た
。
四
階
か
ら

な
る
大
き
な
建
物
で
、「
儒
教
と
の
出
会
い
」「
儒
教
と
修
養
」「
儒

教
と
国
家
」
な
ど
テ
ー
マ
別
に
展
示
室
が
分
か
れ
て
い
る
。 

　

中
で
も
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
蔵
板
閣
で
あ
る
。
国
学
振
興

院
が
全
国
か
ら
収
集
し
た
版
木
や
扁
額
が
五
万
七
千
点
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
先
に
記
し
た
陶
山
書
院
の
扁
額
も
、
実
は
現
地
に
あ
る

方
が
レ
プ
リ
カ
で
、
こ
ち
ら
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
が
本
物
で
あ

る
（
次
頁
参
照
）。
ま
た
、
陶
山
書
院
所
蔵
の
古
書
約
五
千
点
と

版
木
二
七
九
〇
点
も
、
保
存
と
学
術
研
究
の
た
め
国
学
振
興
院
に

委
託
さ
れ
て
い
る
。
二
棟
に
分
か
れ
た
蔵
板
閣
に
は
、
天
井
ま
で

び
っ
し
り
と
版
木
が
配
架
さ
れ
て
い
た
。
懐
徳
堂
文
庫
に
も
二
百

枚
を
超
え
る
江
戸
時
代
の
版
木
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は

朝
鮮
版
な
の
で
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
。
国
学
振
興
院
で
は
、「
木

版
十
万
枚
収
集
運
動
」
を
展
開
し
て
い
て
、
十
万
枚
に
達
し
た
ら
、

世
界
文
化
遺
産
に
申
請
す
る
と
い
う
。

郷
校
と
懐
徳
堂

　

午
後
か
ら
翌
日
に
か
け
て
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
体
テ
ー
マ

は
「
朱
子
家
礼
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
」。
筆
者
が
発
表
し
た

四
日
の
分
科
会
は
「
日
本
家
礼
文
化
の
諸
様
相
」
で
あ
っ
た
。
筆

者
の
発
表
タ
イ
ト
ル
は
、「
朱
子『
家
礼
』と
懐
徳
堂『
喪
祭
私
説
』」

韓
国
国
学
振
興
院
蔵
板
閣
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と
い
う
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
が
朱
子
の
『
家
礼
』
を
ど

の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
か
を
、
中
井
甃
庵
の
『
喪
祭
私
説
』
と

懐
徳
堂
の
祠
堂
の
設
置
状
況
を
基
に
解
説
し
た
。

　

予
想
外
に
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
が
相
次
い
だ
。
一
つ
は
、
朝

鮮
の
郷
校
と
懐
徳
堂
と
の
性
格
の
違
い
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

都
の
国
立
大
学
に
対
し
て
、
地
方
の
公
立
学
校
を
郷
校
と
言
い
、

こ
れ
が
朝
鮮
儒
教
の
展
開
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
こ
の
郷
校
と
懐
徳
堂
と
は
ど
う
違
う
の
か
。
ま
ず
、
設
立
の

経
緯
が
異
な
る
。
懐
徳
堂
は
、
江
戸
時
代
大
坂
に
で
き
た
学
校
で

あ
る
か
ら
郷
校
的
で
あ
る
と
は
言
え
る
が
、
設
立
し
た
の
は
、
五

人
の
有
力
商
人
で
あ
り
、
そ
の
後
も
半
官
半
民
の
学
校
と
し
て
大

坂
町
人
に
よ
る
運
営
が
続
い
た
。
ま
た
、
受
講
生
は
、
郷
校
の
場

合
、
科
挙
を
目
指
す
知
識
人
で
あ
っ
た
が
、
懐
徳
堂
で
は
町
人
か

ら
武
士
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
科
挙
制
度
の
導
入
さ
れ
な

か
っ
た
日
本
で
は
、
目
指
す
も
の
も
異
な
っ
て
い
た
。
受
験
で
は

な
く
、
懐
徳
堂
と
い
う
名
称
が
示
す
通
り
、
漢
籍
の
学
習
を
通
じ

た
倫
理
道
徳
の
体
得
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
郷
校
に
は
さ
ら
に
二
つ
の
機
能
が
あ
っ
た
。
出
版
所
と

宗
教
施
設
と
い
う
機
能
で
あ
る
。
陶
山
書
院
に
大
量
の
版
木
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
郷
校
や
書
院
は
、
地
方

の
出
版
文
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
ま
た
、
地
方
の
著
名
人
を
祭

祀
す
る
宗
教
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
懐
徳
堂
は
、

蔵
板
閣
所
蔵
扁
額
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印
刷
所
と
し
て
の
機
能
は
備
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
懐
徳
堂

平
面
図
を
見
る
と
、「
学
校
刷
り
部
屋
」
と
い
う
一
画
が
あ
る
。

実
際
に
懐
徳
堂
蔵
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
書
も
あ
る
。
だ
が
、
そ

れ
は
、
懐
徳
堂
の
学
者
が
著
述
し
た
書
が
中
心
で
あ
っ
て
、
広
く

書
物
を
刊
行
販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
懐
徳
堂

に
は
祠
堂
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
懐
徳
堂
歴
代
の
学
主
を
祭
る
た

め
の
空
間
で
、
広
く
大
坂
の
宗
教
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。

　

今
ひ
と
つ
の
質
問
は
、
義
と
利
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
筆

者
の
発
表
で
、
懐
徳
堂
に
お
い
て
利
益
追
求
の
基
盤
と
し
て
「
義
」

が
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
説
い
た
。
た
だ
、
利
は
決
し
て
否
定
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、「
義
」
を
実
践
す
る
者
に
は
後
か
ら
必

ず
「
利
」
が
つ
い
て
く
る
と
説
か
れ
て
い
た
こ
と
も
紹
介
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
儒
学
で
は
、「
利
」
を
そ
の
よ
う
に
捉
え

る
こ
と
は
な
く
、
そ
う
し
た
「
利
」
と
「
義
」
の
関
係
が
生
じ
た

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
利
」
と
「
義
」

を
さ
ほ
ど
対
立
的
に
捉
え
な
い
の
は
、
中
国
儒
学
の
中
に
も
見
え

る
が
、
も
う
一
つ
、
土
地
柄
の
問
題
と
し
て
、
筆
者
は
、
商
業
都

市
大
坂
の
気
風
を
説
明
し
た
。

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
懐
徳
堂

　

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
の
歴
史
文
化
か
ら
逆
照
射
す
る
こ
と
に

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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よ
っ
て
、
懐
徳
堂
研
究
の
新
た
な
視
点
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

ま
ず
は
、
資
料
の
特
殊
性
で
あ
る
。
韓
国
で
も
、
版
木
を
大
切

に
保
存
し
、
収
集
活
動
に
努
め
て
い
る
。
懐
徳
堂
に
は
二
百
枚
ば

か
り
の
版
木
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
日
本
全
国
で
は
貴
重
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
資
料
を
意
識
的
に
保

管
し
、
収
集
し
て
い
か
な
い
と
、
大
切
な
印
刷
文
化
の
一
つ
を
失

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、版
木
以
外
に
も
、懐
徳
堂
に
は
、印
章
・

屏
風
・
聯
な
ど
、
当
時
の
学
校
を
髣
髴
と
さ
せ
る
器
物
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
書
籍
の
陰
に
隠
れ
て

忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
器
物
こ
そ
、
そ
の
保
存
と

顕
彰
に
つ
い
て
充
分
な
検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
懐
徳
堂
の
書
院
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
中
国
・
韓

国
に
も
「
書
院
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
懐
徳
堂
も
、「
懐
徳
書
院
」

と
称
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
で
は
、東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
い
て
、

懐
徳
堂
は
ど
の
よ
う
な
「
書
院
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
、
右
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
質
問
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
近
隣
諸

国
と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
出
版

や
宗
教
の
機
能
と
い
う
点
は
、
ま
だ
充
分
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
設
立
の
経
緯
や
運
営
形
態
、
受
講
生

層
、
講
学
の
内
容
、
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
な
ど
。
こ
う
し
た
点

を
総
合
的
に
検
討
し
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
懐
徳
堂
の
位

置
を
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。　
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